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大和町・大衡村太陽光発電所の開発計画及び融資実行のお知らせ 

当社の孫会社である株式会社バローズ（以下、「バローズ」といいます。）は、宮城県大和

町、大衡村に所在する大和町・大衡村太陽光発電所の建設に関しまして、本日の取締役会に

て本開発計画及び大阪厚生信用金庫様からの融資について決議しましたので、お知らせい

たします。 

 

記 

 

１. 本融資の目的 

バローズはＥＳＧ、ＳＤＧsの潮流に根差した持続可能な脱炭素化社会の実現に貢献

すべく、太陽光発電を主体とするグリーンエネルギー事業を推進しております。 

この度の開発計画及び融資は、大和町・大衡村太陽光発電所の整備を目的とするも

のであり、取引先金融機関から総額 35億円の融資実行を受けるものであります。 

本件融資にあたっては、バローズにおける太陽光発電所の設計・建設及び施工管理

に係る事業実績と品質をご評価頂いたものと認識しております。大和町・大衡村太陽

光発電所は、2022 年８月以降の系統連系（売電開始）の予定であり、初年度年間売電

収入は約 5.3 億円（予定）を見込んでおります。 

 

本発電所の完工後においては、一般家庭の約 4,900 世帯分の消費電力に相当する年

間予想消費量 22,430Mwh の出力を想定しております。また、年間の二酸化炭素（CO₂）

の削減量は約 13,400 トンを想定しております。本事業を通じて、当社グループが推進

しておりますＥＳＧ、ＳＤＧs への取り組みを一層図ることにより、地球温暖化防

止、持続可能な脱炭素化社会の実現に貢献すると共に、地域の電力供給の安定化、地

域経済の発展に貢献するものと考えております。 

 

（注）参考数値 

一般家庭の平均年間電力消費量：4,573kwh/年 

CO₂削減に関する基準：399.5g-CO₂/kwh 

(出典)太陽光発電協会 表示ガイドライン（2021 年度） 

 



 

 

２. 大和町・大衡村太陽光発電所の概要 

（１）発 電 所 名 大和町太陽光発電所・大衡村太陽光発電所 

（２）所 在 地 宮城県大和町、大衡村 

（３）開 発 面 積 約 337,511 ㎡ 

（４）発 電 規 模 （AC）約 16.8MW /（DC）21.6MW 

（５）年 間 発 電 量 22,430Mwh 

（６）売 電 固 定 価 格 24 円 

（７）発 電 期 間 約 17年 

（８）初 年 度 年 間 売 電 収 入 約 5.3億円 

  （注）初年度年間売電収入は、暦年ベース（１年間）での現状見込みであります。 

 

 

３．今後の日程 

本発電所の系統連系（売電開始）の時期は、2022 年８月以降を予定しておりま

す（現時点における計画であり、今後変更になることがあります）。 

 

 

４．業績の見通し 

売電開始が 2022 年 8 月以降のため、本件による当期連結業績（2021 年６月期）へ

の影響は軽微であるものと見込んでおりますが、重大な影響の発生が見込まれる場合

には、速やかに開示いたします。 

 

 

以 上 


